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歌舞伎役者，俳優 昭和医療技術専門学校学校長
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市川染五郎（いちかわ　そめごろう）氏 プロフィール
本名，藤間照薫（ふじま　てるまさ）．歌舞伎役者，俳優．屋号は高麗屋．日本舞踊松本流の家元で，舞
踏家名は松本錦升（まつもと　きんしょう）．1973 年 1 月，9 代目松本幸四郎の長男として，東京都に生
まれる．1978 年 10 月，NHK 大河ドラマ「黄金の日日」に子役で出演．1979 年 3 月，歌舞伎座「侠
客春雨傘」で 3 代目松本金太郎を襲名して初舞台．1981 年 10 月，歌舞伎座「仮名手本忠臣蔵」7 段目
の大星力弥，他で 7 代目市川染五郎を襲名．2014 年 11 月，初世松本白鸚三十三回忌追善興行「吉例
顔見世大歌舞伎」において，高麗屋のお家芸である「勧進帳」で，初めて弁慶役を勤めた．インタビュ
アーの山藤賢先生とは私立暁星学園にて小学校から高校まで同級生．

編集室注：染五郎さんと山藤先生は小学校から高校ま
での同級生です．山藤先生は染五郎さんのことを，昔
からのとおり，名字で藤間と呼んでいます．対談の冒
頭のみ，そのままの表記とさせていただきました．

　山藤（さんどう）：藤間，今日は公演後で忙しいと

ころをありがとう．これ，好物をお土産で持って

きました．

　染五郎：おー，麻布十番の浪花屋のタイ焼き

じゃない．小さな頃からの大好物です．取りあえ

ず，一緒に食べよう．

《そして，タイ焼きを食べながら，二人で，小学校

時代のアルバムを見る》

　山藤：おー，この写真，小学生のとき，クラス

が違う藤間とはリレーで対決したよね．藤間は足

第 5回

伝統と革新を生きる・1

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．

が速くて身体能力は高かったよなぁ…．

　染五郎：山藤はサッカー部で花形だったしね…．

　山藤：うーん，懐かしいね～（笑）

　それでは，対談を始めましょうか．これから

は，雑誌掲載用に言葉使いも少し改まってまいり

ましょう（笑）．対談中は，あえて染五郎と呼ばせ

ていただきます．よろしくお願いします．

　編集室：それでは，よろしくお願いします．

人間「市川染五郎」と娯楽「歌舞伎」

　山藤：まずは，染五郎自身のことと歌舞伎の
ことについて聞きたいと思います．今日のお芝
居（「通し狂言　東海道四谷怪談」）の冒頭もそう
だったんだけど，市川染五郎は，実は世間が
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対談前にタイ焼きを食べながら談笑する山藤先
生（左）と染五郎さん（右）
染五郎さんはこの日，「通し狂言　東海道四谷怪談」
に出演し，お岩，小平，与茂七，大星由良之助，鶴
屋南北の5役を務めた．

思っている以上に，なかなかひょうきんだよね
（笑）
　染五郎：そうかな（笑）
　山藤：妖艶というか，色気のある演技ももち
味だけど，実は，陽気で，何かコミカルで観客
を巻き込む感じをわざとすることがあるよね．
　染五郎：できる，できないは別にして，そう
いうの，好きは好きだね．今回のお芝居も，も
ともとあるものをちょっと変えた部分があるん
だけど，そうやって自分が作るときには，笑え
る部分というか，遊びの部分を入れているよ．
　山藤：それは，昔から？　根がそうなの？
　染五郎：お芝居はしょせんウソ，フィクショ
ンだから，それこそ教育的なお芝居になるだけ
じゃつまらないし，説教的な芝居になっても面
白くないし，笑って楽しく，というのがお芝居
を作るときの根底にはあるんだよね．なかには，
悲劇もあったり，社会性があるものもあるけ
ど，でもまぁお芝居だから，安心してもらう，
また自分も安心する部分は必ず欲しくなるね．
　山藤：僕は，この前，人工知能の専門家の話
を聞いていて，「最後，ロボットにはできなく
て人間に残されるものは何かといったら，ユー
モアだろう」と言っていたのが面白いなと思っ
てね．僕も，自分の医療法人（医療法人社団昭
和育英会）の全体会議などでいつも職員に，「医
療や教育は，確かに真剣に命がけで取り組むも
のだし，ハードワークしてほしいけど，やはり
人生って楽しむものかなと思うと，何かを真剣
にやっていても，遊び心みたいなものがいつも
あるといいな」と言っています．年を重ねたか
らこういうことを思うようになったのかもしれ
ないけど，そういう要素はある気がする．
　染五郎：あるんだね．歌舞伎によって何かを
支援するとか，「直接的」に人類のためにでき

ることは全くないかなとは思うんだけど（笑），
でも人間にとって，娯楽というのは必要なもの
じゃないかと思うね．それが，ユーモアという
言葉になるのかなぁ？　切り捨てていけば切り
捨てられてしまう世界だけど，でも，こういう
娯楽の部分があってこそとか，それを楽しむ余
裕があってこそ，人間らしく生きていけるん
じゃないか，という気はするね．
　山藤：なるほど．歌舞伎的に見ると，「娯楽」
という表現がいいの？
　染五郎：うん，そうだね．歌舞伎は松竹㈱と
いう民間会社が興行を打っているから，商売に
なっているんだよね．もちろん，国に支援はし
てもらっているけど，商売になっている伝統芸
能は世界的にも珍しいらしいので，それなら，
単なる伝統芸能紹介者ではなくて，見て格好い
いとか，すごいとか，面白いとか，泣けるとか
いうお芝居をやり続けないといけないなと僕は
思っているんだよね．伝統芸能でありながら，
今いる人たちをどれだけ呼べるかというところ
に立っているので，本当に大娯楽だと思うよ．
　山藤：大娯楽．う～ん，いいなぁ．その役割
を担っているんだね．僕が，染五郎の芝居を初
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めて見たのは，ハムレットだったね．稽古があ
る染五郎と，学校から都営三田線千石駅まで一
緒に帰っていたことがあって，三百人劇場（所
在地は文京区本駒込，2006 年に閉館）に芝居を
見に行ったよね．あれは，いつだっけ？
　染五郎：14 歳だったから，中 3 だね．
　山藤：僕は初めて観て，“同級生で舞台に
立っている人がいる，すごいなぁ”と思って．
僕は恥ずかしくなるくらい，全然文化的な人間
ではないし，あれから随分たつけど，大人に
なってまた染五郎の歌舞伎を観てみたら，いろ
いろ勉強になるし，刺激を受けるので，継続し
て観ているんだよ．本質的に歌舞伎をわかって
いるわけではないけど，観るたびに，やはり面
白いなぁと思うし，すごく刺激を受けています．

「仕事」ということの本質と「使命感」

　山藤：この雑誌は若い読者も多いのですが，
何か参考になるかと思いますので，染五郎に
とっての仕事とは，あるいは働くということを
どう考えているかを聞かせてもらいたいです．
　染五郎：歌舞伎は，“今週頑張って週末ゴル
フしよう”というような週休 2 日の一般的な仕
事ではないから，答えるのは難しいです．僕ら
は毎日舞台に立つ．だから，いわゆる仕事とプ
ライベートの境目も，あってないようなもの
で，“大変だけど今月なんとかやって，今日の
講演が終わったら，何か面白い芝居がないか探
しに行こう”とか，仕事をしながら他の仕事で
気分転換している感じです．もちろん，芝居を
観に行くのでも，映画を見るのでも，音楽を聴
くのでも，全部芝居にはつながるので，そう考
えると，これ（歌舞伎役者）を仕事としてやって
いけることは，本当に楽しいね．
　山藤：なるほどね．「楽しい」ってすてきだ

ね．ただほら，普通のサラリーマンなら，「今
日，頭痛いから休みます」とか，「体調悪いか
ら休みます」とか言えるけど，染五郎には許さ
れないじゃない？　コンディションに関係な
く，一定のものを与え続けるというか，表現し
続けるというのを，僕は，言葉としては“使命
感”だと感じるところがあるんだけど，どうで
すか？
　染五郎：それはあるでしょう．今頑張らない
と，歌舞伎自体は，もうなくなっちゃうかもし
れないという危機感もあるし．6 歳からずっと
歌舞伎をやってきて，もちろん襲名するという
こともあるけど，目に見えて何かが変わるわけ
ではないでしょ？　10 代，20 代の頃は初めて
やることも多いので，「一生懸命頑張っていき
ます」というようなことを言っていたけど，今
は，たぶん言っちゃいけないよね（笑）．今はも
う安定して，お客さんに納得していただくもの
をやっていかなければいけない立場だと思うの
で，そういう意味では，使命感っていうのを感
じます．
　そして，時々，「公演をひと月やっているけ
ど，同じことをひと月やってて飽きないの？」
と言われることもあるけど，これは飽きない
ね．これもう，亡くなった立川談志師匠（落語
家）の受け売りで，師匠に，「舞台に，何で毎日
立つかわかるか？」と言われたことがあって，

「う～ん，好きだから？」とか答えるわけだけ
ど，あの談志師匠が，「不安になるからなんだ
よ」って．「今日，この座に上がってウケるだ
ろ？　ウケるけど，“明日ウケないかもしれな
い”とか，“明日はダメかも，どうかなぁ”っ
ていうことを思うんで，だからこそ明日も立つ
んだ」って言うんだよ．
　山藤：なるほどねぇ．
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　染五郎：「“もうできました．完璧だった”と
思っちゃったら，そう思った瞬間に，舞台立つ
意味ないんで，辞めるわ」って．“これで完璧
にできた”と，満足しないということなんだろ
うね．でも，師匠が“不安だから上がるんだ”
と思っているんだって聞いて，ちょっとびっく
りしたなぁ．
　でも確かに，“今日はまぁできたけど，もっ
と何かやること，やり残していることがあるん
だ”って思わないと続かないよね．ましてや，
同じ芝居を毎日．“全然反応がなかったらどう
しよう，ちょっとこれ，上がるしかない”とい
うことで，上がる．こういうことがエネルギー
になったりするから，飽きるなんてことはない
んだろうね．
　山藤：そうなんだ．朝，“今日，上がるの嫌
だなぁ”と怖かったり，寝るとき，“明日怖い
なぁ”ってことはないの？
　染五郎：それは，もうしょっちゅう（笑）．舞
台に立っているとき以外は全部と言ってもいい
くらいで．舞台に立っているときにはもう「今
日はこれしかできません」っていうことでやる
けど，もう終わったら，「はぁ」っていう反省
ばかりだよ（笑）
　山藤：もうこれで完璧とか，毎日同じことを
やっているだけだから大丈夫とかでは決してな
いんだね．僕はそこに，染五郎の使命感とかす
ごみを感じました．どこの業界も似たことはあ
ると思うんだけど，医療の世界でも，毎日同じ
仕事をやることをルーチンワークといったりし
ます．これは臨床検査技師向けの雑誌の連載な
ので，例えば、病院で毎日の採血作業をする，
それを機械にかける，ということがそのような
ルーチンワークだとします．「仕事は毎日ルー
チンワークだから，自分はやる気を出さなくて

も変わらずできる」とか「単調でつまらない，
飽きてしまう」って言う人がいると聞いたこと
があります．でも，先ほどの「毎日，同じこと
をやっていて飽きない？」っていう人の質問は
臨床検査技師にもあてはまって，毎日がルーチ
ンワークだという臨床検査技師も，毎日が違う
人，違う検体を相手にしているんだと，また，
そこに完璧がなくて，まだまだ自分にやれるこ
とがあると思っていると，毎日がチャレンジだ
し，毎日が進歩だし，見方が変わるんじゃない
かと思ったんだ．
　染五郎：なるほどね．でも，医療は大変な仕
事ですよ．人の命にかかわる現実だからね．歌
舞伎だったら，亡くなった人も，薬や何かで

「よみがえったぁ！」ってできちゃう（笑）．け
ど，医療とは，数字やデータで白か黒かわかっ
てしまうことだし，常に現実に直面しているわ
けだよねぇ？　やはり尊敬しますよ．
　山藤：うん，ありがとう．それはそうだし，
だからこそ医療人たちは責任ある誇りある仕事
だと思うけど，僕からしたら，あの歌舞伎の舞
台にいて，何万人も見ているなかで失敗するこ
とのほうが怖いよ．
　染五郎：あはは（笑），うん，僕も怖いよ．
　山藤：歌舞伎の舞台に立つって，すごいね．
映画やドラマとかと違い，舞台なので，今のな
しねって，やり直しが利くことではないから
ね．あ～，でも，それくらい真剣になってい
るってことだからこそ，本当にルーチンワーク
じゃないんだよね．検体を扱うとか，人を扱う
という仕事も，同じことなどない，毎日それく
らい真剣に考えてやらなきゃいけないってこと

だよね．1 対 1 でそれだから，1 対何百，何
千，何万ってやっている染五郎は，やはりすご
いなぁ．
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「いのち」について思うこと

　山藤：話は変わりますが，「イマ」の染五郎
を語るうえで，欠かせない大きな出来事があっ
たと思います．せっかくの対談の機会なので聞
きたいのですが，答えたくないことは答えなく
ていいので…．
　染五郎：何でも聞いてくれて大丈夫ですよ．
　山藤：3 年前，生死にかかわるような舞台か
らの転落事故がありました（注：染五郎さん
は，東京・国立劇場で 2012 年 8 月 27 日，公演
中に舞台セリから 3 m 下の奈落に転落し，意
識不明となった）．この雑誌は医療系の雑誌と
いうこともあるので，そのあたりの「いのち」
についての考えや思うことを教えてもらえます
か．

　染五郎：ああいうことがあって，「何が変わ
りましたか？」と一番よく聞かれるんだけど，
毎回，「何も変わっていないです」って答える
んです．というのは，“自分でも実感できるほ
ど，あれで何かが変わった”とわかるんであれ
ば，乱暴な言い方にはなるけど，“皆，頭ぶつ
ければいいんじゃない？　でも，そんなもん
じゃないでしょ？”と思うからです．
　あれは本当にミスで，起きてはいけないこと
だったんですけど，そういうことが起きてし
まったこと，そして，また舞台にも立てるよう
になったことには，何か意味があるんじゃない
かなぁとは思っています．いつか，5 年後か 10
年後かわからないけど，“あれって，ああ，だ
からああいうことを，自分は経験させられたん
だ”と思うときがくるかもしれないし，ずっと

　染五郎の話を聞いて，
ディズニーリゾートのス
タッフから聞いた（注：山
藤先生が学校長を務める昭

和医療技術専門学校では，学生・職員が一
緒にディズニーでの研修を受けている），
「毎日が初演である」という言葉を思い出
しました．例えば，ディズニーの入口で入
場客をチェックしているスタッフは，たく
さん人がくるし，毎日同じようなチェック
作業だけど，お客さんにとっては初めてく
る一度限りのディズニーかもしれない．だ
から毎日が初演であるつもりで臨むという
姿勢です．これは，ディズニーでは，
ショーをやったり，食事を提供したり，掃
除をしたり，いろいろな役割があるスタッ

フ全てがもつべきフィロソフィーであると
いいます．「自分にとっての大勢のお客さ
ま」ではなく，一人一人のお客さまの立場
に立つということですね．
　われわれ医療人も同じで，「毎日同じ検
査」ではありません．その患者さん一人一
人の命であり，同じ患者さんでも，「同じ
日」，「同じ瞬間」はありません．だからこ
そ，その一瞬一瞬，毎日，毎回を真剣勝負
として捉え，その毎日にチャレンジ，成
長，進歩があるべきかなと思います．染五
郎の思いからは，そのような決意を感じま
したし，生きるジャンルは違えども，あら
ためてその姿勢に心が共振するところ，気
付かされるところがありました．�（山藤）
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こないかもしれない．それをあえて今は，“ど
ういう意味があったんだろうな”ということ
を，まとめないようにしようと思っています．
　僕は，「あっ」と思った瞬間から何日間かは
全く覚えていないから，いわゆる恐怖を味わっ
ていないんです．だから，また舞台に立てたん
じゃないかと思っているんです．覚えていたら
怖くて立てない．あのときは，頭を打って，手
術をするかしないかで随分判断が難しい状態
だったと聞きました．
　頭を開けると（手術をすると），命が助かる可
能性はぐっと上がるけど，障害が残ったり，起
き上がれなくなるかもしれない．でも，開けず
にいくと，完全に治る可能性がある．ただ，助
かる可能性は低くなると．周りの人は，開けな
いということを，「こうなっているのに手術も
しないの？　ってことはダメだってことな
の？」と思ったみたいで．周りの人はどれだけ
ハラハラしたかと思うんだけど，本当に，奇跡
的に全部がいい方向にいったんですよ．全身，
何本も骨は折れていたけど，それが臓器に全く
刺さらなかったっていうことも，おかしな話
だって，先生は言ってましたね（笑）．骨は再生
するけど，神経や腱はダメですよね？　僕の場
合は，骨は何カ所も折れていたけど，神経や腱
には損傷はなかった．それらを一つ一つ聞いて
いると，不思議なことばかりで．
　でも，あの事故でいったん止まったというこ
とでもあったので，“こんなことが起きてし
まって，またやるべきなのか，やっていいもの
なのか，また舞台に立つことが許されるべきな
のか”ということは，あのときはずっと考えて
いましたね．
　1 週間寝ているだけでも歩けなくなるじゃな
い？　それでまず歩く練習，“歩くって大変だ

なぁ”ってところから始まって，“次はつかま
らずに歩いていって，その次は，病院の外を歩
いてみましょうか”というように，少しずつリ
ハビリを進めていったんだよ．“あ～，こうい
うことになるのか”と思って，びっくりしたよ．
　山藤：そうかぁ．“それでもやはりやらな
きゃ”って思う原動力はあったの？
　染五郎：また，歌舞伎をできる身体にしてい
ただいたということも含めて，またできるよう
になったのであれば，やるべきものなのではな
いかなぁ，って思ったんだよね．
　山藤：染五郎は正直だなぁ，って思うね．で
も，記者の人はかわいそうだよね．「何かそれ
に意味あったんですか？」って質問して，「い
や，ありません．わかりません」って 2 行くら
いで終わっちゃうもんね（笑）
　染五郎：（笑）．いや，何かしら記者は聞きた
いところだろうし，僕もそう聞かれることで考
えて，でもこれは早急に結論を出すことじゃな
いんだなと思ってそう答えてきたんです．

人の心に寄り添う歌舞伎とは

　山藤：では話を少し変えまして，これは「人
の心に寄り添う医療人になる」という連載のな
かのインタビューなんだけど，僕らは普段，人
と向き合って，“この人に寄り添おう”と思う
と，その人の話を聞いて，その人の望んでいる
ことをやろうとする．でも，何を望んでいるの
かわからない人たちを相手に，染五郎は舞台を
通して，何かを表現をして，共感を得るわけ
じゃない？　僕は，これが，染五郎にとって，

“人の心に寄り添っている”ことなんじゃない
かな，と思うのね．
　僕は歌舞伎を観ていて，心が共振する，心が
震える感じがある．染五郎が初めて弁慶を演じ
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た（注：「勧進帳」は染五郎さんの屋号である高
麗屋のお家芸で，弁慶役は，染五郎さんの小さ
い頃からの憧れだった）ときの歌舞伎座でも，
例えば最後に見えを切るときにも，涙が出ちゃ
うような，こう，ぶるぶる震えるような感じが
したのね．それは，人が“見たい”と思うもの
を見たというか，共感している，共振してい
るってことじゃないのかなぁ？
　染五郎：う～ん，なるほど，そうだねぇ．芝
居とは白黒ないものなので，同じ芝居を同じ日
に見て，「もう，めちゃくちゃ面白かった」と
いう人もいれば，「めちゃくちゃつまらなかっ
た」という人もいて，どちらも正しいんだよね．
　山藤：僕も，同じものを見て，全員が同じよ
うに納得することはないと思っているから，よ
くわかるよ．
　染五郎：でもそうやって，何か目には見えな
いものだけど，受け止めてくれると感じること
ができるのは，うれしいことだよね．
　山藤：そのときには，人とつながっている感
覚はあるの？
　染五郎：そういうこと，感じたことあるのか
ないのか，という感じだけど，でもこう，客席
が迫ってくるように感じるときもあったり，逆
に，自分が全部支配しているように思うときも
あったり，全部が敵だと思うときもある．でも，
実際には，そんなことはないんだよね．自分の
そのときの気持ちで，感じるものは違うよね．
　山藤：そうだね．先ほどの“人の心に寄り添
う”ということでは，僕は，しっかり自分を
もっていないと人の心に寄り添えない，芝居で
いえば共感を得られないと思うんだけど，染五
郎は，演技でこびようとは思わないでしょ？
　染五郎：これはもう，難しいところだね．自
分がやりたいことをやるということも必要なん

だけど，お客さんに共感してもらったり，何か
を感じてもらえて初めて成立するものなんで．
だから，客席にどんどん下りていけばいいとい
うことではなくて，こっちも引っ張るし，客席
からも引っ張られるし，お互いに引っ張り合う
し，という綱引きみたいなものだなぁ，と思っ
たときはあったね．
　山藤：なるほどね．今，一番近い感覚がそう
なの？
　染五郎：そう思っていたんだけど，今は少し
違ってきている．お客さんに伝えることではあ
るんだけど，今はたぶん，どこかに向かってい
るんじゃないかと思っている．オヤジ（松本幸
四郎さん）を見ていると，あれだけの芸とキャ
リアがあるのに，一つの芝居をもう，ぜいぜい
してやるわけだよ．あの歳になって何で，そん
な大汗をかいて，ぜいぜい言いながらやってい
るんだろうな，と思うときがあって．お客さん
にわかってもらおうじゃなくて，オヤジは，ど
こかを見てやっているんじゃないかなぁと，最
近感じているんだよね．それは，自分の親なの
か，憧れの役者なのか，職業的には…神なのか
…（笑）わからないけど，何かに向かってやって
いるんじゃない？
　山藤：あ～，そういう領域に入ってきたんだ
ね．
　染五郎：お客さんはどういうものに興味があ
るだろうとか，どうしたら反応してもらえるん
だろうということばかり考えていると，擦り切
れるよね．で，もちろん，結局自分は何なんだ
ということになっていくから，それこそ，ブレ
ていくよね．毎日，違うお客さんに対応すると
いうことじゃなくて，台本がある芝居だから，

“これは絶対にいい，ここに向かってやるんだ”
というものを信じて作っていき，見てもらうと
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いうことだろうね．
　山藤：いいねぇ！　それが何かは，言葉には
できない？
　染五郎：できないねぇ．
　山藤：オヤジさんは，そういうの，言葉で何
かもっているのかなぁ？（笑）
　染五郎：まぁ，オヤジは，何かいい言葉言う
と思うよ（笑）
　山藤：いやぁ，すごい興味ある面白い話で
す．この前，お父さん（松本幸四郎さん）の弁慶
も観たけど，染五郎の弁慶のときとはまた違っ
た心の振るえ方をしたんだよ．
　“あれだけの人を感動させるって，親子でど
ちらもすごいなぁ，その心のうちを聞きたい
なぁ”と思っていたから，今の話はとても勉強
になりました．染五郎は，ちょっと前までは，
綱引きだったんだよね？　不安とやりたいこと
のバランスは，僕自身，まだはっきりとはわか
らないけど，年齢や経験でいろんなものを越え
ていったら，何かに向かっていきたいなぁ．僕
も，何かっていうのがわからないけど（笑）．で
も「何か」っていうのがいいね！　感覚として
は，すごくよくわかります．
　いや，今何を思ったかというと，何をもって
歌舞伎役者なのかなぁと思ったんだよね．例え
ば医療人は，何をもって医療人という存在なの
かなぁと思ったときに，歌舞伎役者とは，染五
郎にとって，どういうものなのかなぁと思って．
　染五郎：歌舞伎役者…，う～ん，どういうも
のっていう答えにならないかもしれないけど，

“自分は歌舞伎をやるために生まれてきたんだ
ということだけは，信じていたい”という思い
はあります．それはもう不安だし，“もう無理
じゃないか”と思ったり，“無理なら何でやっ
ているんだ，辞めればいいじゃん”と思ったり

したこともあるし．でも歌舞伎のことが好きだ
し，やりたいから，“歌舞伎をやるために生ま
れてきたから，やらせておいてくれ”という感
じだね（笑）
　山藤：それ，役割みたいな感じ？
　染五郎：いや～，役割があるにせよ，ないに
せよ，歌舞伎役者にさせておいてよ，という感
じ（笑）
　山藤：格好いいね．そうかぁ．それが染五郎
の人生の役割なのかもしれないね．実は僕らも
そういうものをもっていて，環境とかではな
く，今やっていること，それ自体が天からのギ
フトであり，それに邁進しなければならないの
かもしれないよね．やりたくないとか，役割か
もしれないとか，もうそんなことではなく，

「これしかないんだから，やらせてくれ！」こ
れはすごくいいですね．今あるもの，または神
とか何かの存在に対する感謝の気持ちですね．
� （次号に続く）
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